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１ 発生状況

（１）９月下旬から２月下旬までの巡回調査の結果、キ

ャベツにおけるコナガ（図１）の寄生株率は、尾張

地域では低い状況ですが、東三河地域では高い状況

で推移しており（図２）、調査ほ場平均の寄生株率

も、過去10年の平年値と比較して高い状況で推移し

ています（図３）。

（２）２月下旬のキャベツにおけるコナガの寄生株率は

県下全域で2.1％（平年0.4％、昨年0.0％）、発生ほ 図１ コナガの幼虫

場率は36.8％（平年10.5％、昨年11.1％）で、過去10年と比較して寄生株率は１番

目に、発生ほ場率は２番目に高い状況です。

図２キャベツにおけるコナガの地域別寄生率の推移 図３キャベツにおけるコナガの寄生株率の推移

（県平均値、平年値：過去10年間の平年値）

２ 防除対策

（１）コナガは、休眠をせず、冬期も少しずつ発育を続けます。そして、気温の上昇とと

もに密度を高め、５月に密度が急増します。発生が見られる場合は、早めに防除しま

しょう。

（２）コナガは、世代交代が早く、薬剤抵抗性が発達しやすいので、表を参考に同一系統

の薬剤を連用しないようにしましょう。

（３）東三河地域のほ場において、ジアミド系薬剤（フェニックス顆粒水和剤、プレバソ

ンフロアブル５）のコナガに対する効果が低い事例が確認されています。これら薬剤

の効果低下が疑われる場合は、表を参考に別系統の薬剤を使用しましょう。



表 コナガの主な防除薬剤

農薬の散布に当たっては、ラベルの表示事項を守るとともに、他の

作物や周辺環境への飛散防止に努めましょう。

薬剤名 薬剤の系統

アファーム乳剤 マクロライド

スピノエース顆粒水和剤 スピノシン

ディアナＳＣ スピノシン

トルネードエースＤＦ オキサダイアジン

パダン水溶剤 ネライストキシン

ハチハチ乳剤 フェノキシベンジルアミド

フローバックＤＦ ＢＴ

エスマルクＤＦ　 ＢＴ

ノーモルト乳剤 ＩＧＲ（脱皮阻害）


